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寄園 口
はじぬこ

阪神地域をおそったあの前例のない大産災1こよって、私たち神大生が住む街が崩壊し、近

代化された街が自然災害にいかに無力であったかを思い知らされました。そのようななか、微

力ながらも、 「何かできることはあるのでは」とポランティア活動に参加した神大生がいまし

た。その他全国から駆けつけたポランティアたちとともに、また地元の住民とともに、様々

な活動に神大生は参加しました。彼らの活劉」が実際にどこまで被災地のために役に立ったかと

いうことば今後冷静に明らかにしていかなげればなりません。ですが、神大生の中に大きな

社会参加への欲求があることは、明らかになりました。

また、このポランティア活動を適して神大生が学んだのは衷災の被害の深刻さだけでな

く、避難所で不自由な生活を余儀なくされていた商齢者や障害者に十分なケアが整俯されな

かったこと 都市のコミュニティーが不成熟であったために様々な対立が起こったことなど地

域が歴災前から潜在的に抱えていた問題でもありましたc これらの問題を解決するためには、

大学と地元がパートナーシップを持って、長期的かつ継続的な取り組みをする必要があるのは

ないでしょうか。
このような意識を持つ、各分野の本学教官有志と地域でポランティア活廊に従市した木学学

生有志によって1995年5月10日1こ「神戸大学総合ホランティアセンター」が設立されまし

た。
神戸人学総合ポランティアセンターはこの 1年間「ポランティア活動を遡して、地域と大学

を活性化させること」を主たる曰的1で渇げ活動してきました．君災以前は多くのメンパーが

・ポランティアは自分にはできない活動」と漠然と考えていました。しかし地窟後「伊Jかした

い」という気持ちで始めたポランティア活動が、そのような憫見をうち破りましにまたポラ

ンティア活動を必要としているところでは強く学生の力が求められているのだということを知

りました。そこで学生の力がポランティア活動1ご活かされるには親場と大学生を結ぶものがな

ければいけないと思いました。その間に立つ役目を神戸大学総合ポランティアセンターという

学内にあり学生が運営する団体が担うことでポランティアに対して裔い塁を感じているギ生に

広くポランティア活動に参加してもらおうと考えました。

これまで私たちは学生ポランティア活動の指進と定善を目指し、清報の公開と収集をしなが

らポランティアをする個人を大学と地域に有機9りに結びつける努力をしてきました。また地域

にも開かれたシンポジウム，ゼミなどを主催してきました。果たして私たちの努力がどこまで

疇を出したのか？ 設．勺から］年たった今、この活動報告害を通してじっくり振り返ってみ

たいと思います。
神戸大学総合ポランティアセンターという名の通り、ポランティアをする個人のコーディネ

イトとフィールドの運営の両立をするために、メンバー間での意見交流をし、事務機能を整価

しながらようやく「ポランティアセンタ—」としての根能を確立しつつあります ここまでた

どり着くまでに それぞれのご吃場に応じた支援をして下さった皆さまにこの場を借りてお礼

を申し上げるとともに、今後も多方面にわたってアドバイスをいただけたらと願ってやみませ

ん。

神戸大｀ 滓ポランティアセンター—
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第 1章

センターのこの 1年を振り返って

神戸大学総合ポランティアセンターは設立以来約 1年閻、
様閃な活動を行っていきましたしこの蛮では、センターと
しての総ボラの活動を振り返り、' 96年度にどうつない
でいけるのかを考えてみました。
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設立からこれまでを振り返って

稲村和美（法・院 1/'95年度代表）

1)何をやろうとしたのか

きっかけ

阪神，淡路大程災に対するボランティア活動の多くは、 「避難所」という一種特別な場所

を拠点にして行われていた。 （もちろんそれ以外の場所でも様々な活動が活発に行われていた

が,)自分も何か手伝いたいという思いの下に私たちは避難所に集まり、偶然にも瑕食をとも

にすることとなった仲間達と語り、防には譜論しながらポランティア活動を行っていた。たわ

いのtぶ 気持ちを同じくして集まった仲l甜達と過ごす時間は楽し

く、それが私たちをボランティアに夢中にさせた大きな要因であったことはまちがいないだろ

う。ポランティアというものは基本的には個人単位の活動だが｀継続していくには、それなり

の要素を必要とする。その要素は、時讃199余裕や経済的余裕など様々だが、私たち学生にとっ

ては 1仲間と語り合える場」を確保できるということが非常に直要な要素であなポランティ

アはきれいな部分ばかりで1まない。いやな思いをすることもあれば、壁にぶつかることも多

い。そんなとき共に悩み、語り、経験を共有できる仲間と揚所が、やiまり必要なの妃ポラン

ティアで得た喜びも、共有できる仲間がいれば倍増するまた、一人のポランティアの喜び

は 落ち込んでいる別のポランティアにとっで何よりの励まし}9なろだろう

せっかく避難所に集まったボランティアが散り散りになってしまってはもったいない恒常

的にボランティア同士が詔り、励まし合える場所が私たちにとって一番身近な大学内にあれば

ー。避難所が落ちつきを見せ始め、ポランティアが連営の中心だった避難所の多くも、避難し

ている方々が中心の運営形態に移り変わりつつある、四月の初め頃だったc

サークルでなくセンターを

授業が始まった四月以降、それまで活動していた学内の学生ポランティアグループの多くも

解散し、神大生の大半は、魚災前の生活に戻りつつあった。みじかな接点が減少し、被災地・

被災者の情報は、地元学生である神大生にすら屁きにくくなっていた。ポランティアサークル

！こしか情報やきっかけがない状鮨では、すでに｛6／らかのサークルに入って、 1亡しい生活を送っ

ている学生つまりほとんどの神大生は、ポランティアから遠ざがらざるを得ない多くの学

生1ごとって、サークルを二つ煎ねるのは、時間的に困難だから乞また、サークルだとどうし

ても活勁内容が統一•的になる傾向があり、ポランティアの選択肢が狭くならざるを得ないとい

う面があな

組織の方針やスケジュールにしばられることなく、自分のやりたい活影Jやサークルと両立で

きる形で、ボランティア活動ができるような聰境が整わなければ 「ポランティアをやってみ

たいと思ってはいるけれど、実際にはできない」学生が増える一方だ。組織に拘束されない個

人単位でのポランティアを実現させるためには、サークルではなく、 「センター」が必要だと

思われた。必要だと思われるも(j)が存在しなぃO)なぅ自分たちで作るし力vばぃC 私の他経

営学部の四回生と 2人の院生の合わせて四人の学生が発起人となってセンター設立に向けての

準価が始まった。
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センター設立へ

私たちは、 「神大生のポランティア活勤におけるハプセンターー」の設立を目指して、

本洛的に動き始めた。ハプセンターというからには、神大生のグループ単位での活動の

状況を把握するとともに、学外のポランティア団体の活動情報を整理して、情報の一元

化を図らなければならないr そこでまず、農災直後から学凶で精力的にボランティア活

動を続けていた「神戸大学学生窟災救援隊J 等のグループや、有志の先生方とともにセ

ンター設立会議を重ね、位組みを作っていった。そういった勤きの中で、有志教官によ

る「アドパイザ｀ー委員会Jが溝成され｀ポランティアセンタ--1之、万月十Hに「神戸大

学総合ポランティアセンター」として、正式に設立されることとなったc

センターの活動巨的

私たちは、センターの活動における柱として、大きく分けて二つのことを考えてい

た。一つは、コミュニティーのニーズに応え、マンパワーを提供すること。もう一つ

は、大学生という立場を活かしたポランティアを考えていくことだった。

第一の目的であるマンパワーの確保は、全回からのボランティアが一時に撤退してし

まったその時期の急務課題だった。しかし、神戸大学総合ポランティアセンターは蔑

災救援だけを目的に作られたセンタ--ではないC ポランティアを始めた当初こそ、自分

はみんなで楽しくやれる避鍵所で0]ポランティアはできても、地道で継紐的なポランテ

（ア活勁に同じように夢中になることはできないないのではないかという思いもあった

が、この頃には、災害ポランティアと福社的なポランティアを全く切り離して考えるこ

とこそナンセンスだと惑じるようになっていたc 被災地で最も必要とされ、また最も菫

要な貢献を呆たしたものは人としてのつながりだった。それは普段のコミュニティーに

おいても同じではないだろうか。設立のきっかけは震災であったものの、ポランティア

センターは救援活勤に限定しないむしろコミュニティーセンター的なものを目指して

形成されていった。

しかし授業か始まり震災のインパタトが刻々と薄れていく中で、マンパワーの碓保

と蘭単にいってみても一筋縄ではいかない先にも触れた通り、大学生は何かと忙し

い。 「ちょっとやってみたいなあ」という程度の軽い気持ちでは、なかなか実際に活動

するところまでたどり蒋けないことが多いのだ2 しかしきっかけさえあれば実際にボラ

ンティアをするであろう学生1またくさん存在する。今阿の地蔑で動いたポランティアの

数は、被災地という特殊性はあっただろうが、気軽にできて気軽にやめられるという条

件がそろえば~登災前より多くの学生がポランティアに関わるであろう可能性を感じさ
せた，

そこでセンターでは、常にニーズに関する情報をプールし、いつでもフィールドを紹

介できるようにすることになった。この巽災におけるポランティア活動の多様性を参考

に、自分に合ったポランティアをしてもらえるよう、フィールドの選択肢をなるべく多

くした。 私たちがコーディネート、もといローテーシ51ンの作成を担当することで、

断りきれないニーズに無理を重ねるということのないようにし、気軽に、自分が関心を

持てるポランティアに参加してもらえるようにすることが目標だった0

.,o 



第二の柱である「大学生としての立場を活かしたポランティア」は、発起人のポランティア活

動のなかでの実感1ご基づいて形作られていった'

私自身が避難所でのポランティア活動を涌じて一番新鮮だと感じたのは、自分が今まで大学の

机の上で学んできたことが｀本当1ご自分の生活の場、すなわち社会につながっているのだという

実惑tごった。もちろん頭のなかでは分かっているつもりでいたのだが、今回のようにそれを「肌

で感じた」というのは初めての経験だっ応建築関係や地質学を筆頭に、法祖、経済、心理学、

あら！ゆる分野を今までになく身近に感した。特に自分の専攻分野以外のことへの関心が以前とは

比べものにならないくらいに深くなっ迄活動のなかでいろいろな学剖1の学生と出会い、時には

何かを教えてもらったり、時には自分とは全く視点の違う物事の捉え方1こ蔑いたりした。そして

自分が学んできたことが少し役にたったという喜ぴともっと勉強しておけばよかったという気持

ちを局時に味わった。

また、今までいわゆる「社会問題」として何となく捉えてきた様々な現象を、実感を伴った状

態で考え直すことができる機会を得たと思う。一億総中流の幻想や高齢社会障害者の方の問題

といった祇祉の問題縦割り行政の弊害などをHの当たりにした時、今までの社会がいかにうま

くいろいろな問題を隠薮してきたのかということを痛感した口今固0)震災が生じさせた問題もも

ちろん多かったが、結局は地蔑の前から存在していたのに見えなくなっていた問題が 地第1こ

よって顕在化した1こすぎないのだというのが私の印象だった。今固の）じ腟で私たちが払った懐特

は大きかったが、この地弟が私たち1ご教えてくれたことは決して自然の恐ろしさだけではなかっ

たはず氾この地垂から学ばなければならないと、本当だ心から思った。そして、学んだことを

今後神戸からしっかりと発1再していかなければならないということも。

このような思いから、 「ポランティア活勤を通じて見えてくる社会現象を学際的に研究し、そ

の成只を自分の大学での学術活動1ご活かす」という、第一の目椋以上に右い目原ができていっ

た。神戸大学は総合大学であり、そこには様々な関し、と専攻を持つ学生がいる。専門的な話1ま分

からなくても、ボランティアの合間にかわす雑談のなかでこそ、意外といろんなことが見えてき

たり、きっかけを得ることができたりする c

およそ研究というにはほど迎いが、週に一回レジュメ発表者を決め、勉強会を行うこと1こし
た。活動を通じて疑問に感したことや問題だと思ったことを、みんなで勉強し、それを次の活動

に活かしていく c また｀活動を通じて身につけた視点を自分の勉強に活かしていく。それがうま

＜術環していけばという思いからだ。避難所の問題点や、仮設住宅の間迎、子供のストレスの問

越など、毎回違うテーマを取り上げ、意見を交換した。

今回の展災で学生ポランティアがスポットを浴び、 ~i社位の認定やポランティアによる公欠の承

認なとが話題になったc 確かにこのような形でのポランティア支援も検討されていくべきだろ

う。 Lかし、栄生が本来の大学での学術活勁をおろそかにしてまでポランティアをするというの

であればそれもおかしな話である。ポランティア活動をしていると、本当に様々な社会の矛

盾、コミュニティ‘'＂の閻題点にぷちあたなもちろん背後にある様々な問題 1ご無関心でいること

は簡単巳一人でどうこうできるわけではないので、むしろその方が自然かもしれない。しかし

それでは、私たちが大栄で学んでいる、もしくは学ぽうとしていることは一体何なのだろうか，

現在の大学での勉強は分化が進んでおり、得てして机のLの勉強に終始しがちであるC 自分

がしている勉強が、社会のなかでどのような位椴を占め、具体的にそのように関連しているの

か、見えなくなってしまうことも多い，

大学＝モラトリアムというイメージが定消して久しいが、学生は、自分が手1ご入れた四年1費l

の過ごし方をじっくり考え直してみる必要があるのではないだろうか3 社会1ごI:Iiて様々な問題

を肌で感じても、その時に学生時代のような条件はそ
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ろっていない．ポランティアは人との出会いであり、まさしく社会に関わっていく行為

た。大学生に、もっと社会に関わる機会を提供したいというのがセンターの意図だっ

た。

2)何ができなかったか

学内ハプとして

総ポラの設立当初は、先述の通りいくつかの学内ポランティアグ）レープが存続してお

り、銀災前から活動しているグ）レープも含めて、それらの閲整役になるというのが総ポ

ラの目1累の一つだったc しかし、初年度は総ポラそのものの足場を固めるのに精一杯

て、とてもそこまでできなかったというのが実状だ。ネットワークというものは、実踪

の必要性から1可かを一緒にやったり、活動のフィールドで培った人問関係から形成され

ていくもので、ただ看板を上げただけでは何の実黄的なつながりも生じない。他のグル

ープとのコミュニケーションも十分ではなく、具体的な共同企画を提示することもでき

ないままに一年が過ぎてしまった。内部のことに気を取られ~他の学内グループを振り
回すようなことになってしまい、大変出し訳なく思っている。この場を借りてお詫びし

たい。申し訳ありませんでしたc

二塁 蒻丘ンターを

総ポラばサークルのように固定的なものではなく「出入りが自由な場所」としての

センターを目指して設立された。しかし、初年度に関しては全面的にこの日標を逹成

することができなかったと言っていいと臥う。

まず第一に、結局最後まで学内での知名度を挙げることができなかった。根本的な原

困としては、広杓力の不足。そしてメンバーがあまりセンターでの活動を自分の周り

の人間に話すことができなかったということも原因の一つだと思う。窟災を契機にポラ

ンティアという亡i葉が身近になったとはいうものの、自分がポランティア活動をしてい

るということを周りの友人達に話し1ごくいという傾向は強かったようだ。さら1こ、その

ような状況に対して「ポランティア活動の推進」を目的とする総ボラの内部で何等の話

し合いもなされなかったということが最も軍要なl叫塵点であったと思立第＿1こ、結局

人間が固定化され、サーク）レ的な雰囲気が強くなるにつれ、センター内部の空気が「内

輪」のものになり、新しい人もしくはあまり頻繁にはセンターに顔を出さない人が入っ

て行きにくい状況を生み出してしまった。ごれは、後述するセンター内におけるコ

ミュニケーションの不足 という問題にもつながる。ある程度は避けがたいとはいえ、

センターの性格がメンパーに撤底されていなかったごとが大きな原因であると思うの

で、発起人として、説明が不足していたと反省している。初期の頃はともかく、少なく

とも夏以降メンバー一人一人ともっとじっくり話す時間を取るべきだった。

コーディネート

総ポラにおいて「コーディネート」というときには、次のようなことを想定してい

た。つまり、①新しい人がフィールドに出るときに、現場での混乱や不効率を避ける

ため、予め栴単な説明や注意をしておく。
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②ー一人の人間が蕪理をすることがないように、ロ~ーーテーン＇ヨンを組み．部合が悪くなった人
の日程を調整する。という主に二つのことだc 二つともほとんどできなかった。原因は、そも

そもコーディネートする涸人会貝の数が絶対的に少なく、結局内飴のメンパーで活動を行って

いたことにつきると思う。しかしそのような少人数であっても①が微底されなかった，そも

そも「体験の共有」という意識が薄いまま一年間が過ぎてしまったように思う。時間が熊かっ

たと言えばそれまでだが、 「とにかく活勁する」ということに気をとられ~肝心な部分がない
がしろにされてきた。

震災時のように緊急にやらなければならないことが山積みの状況ならともかく、誰しも最初

にフィールドに出るときには、戸惑いや不安、絶対的な惜報の不足があ忍先入観を植え付け

るというのではなく、少なくとも私たらがどのような考えに基づいてその活動をしているのか

ということは説明できないといけなかったと思う c そのような前提が弱かったために、自分た

ちの活動に関する検証も不十分になってしまったc

セクション間の分断

なるべく多様な活動を取り込み、その上で全体的な問閣に対して総合的な考え方ができるよ

うになりたいというのが総ポラの方針だったC コーディネゞ-Kの閲係もあって、総ボラでは夏

以降、活動の種類およびフィールドごとにセクンコンが分けられた。

この方法は、セクションごとにリーダーも形成され、当初は比較的うまくいくように思われ

た。 しかし時が経つにつれ、セクション間の溝が大きくなってしまった。 14分が所属していな

いセクションが何をやっているのか分からないという以前に、多くのメンバーが自分が受け持

つセクションのことで手が一杯になり、他のセクションに対する関心そのものが薄れてしまっ

ていた 結果

うような事態にまでなってしまった総ポラ全体としての計画性が乏しく，陳整ができていな

かった。メンハーの数がそう多かったわけではないので、セクション同士が完全に分断される

ことはなかったが｀セクションを超えた全体のつながりを実惑できていたメンパーはひと1ごぎ
りだと思う。スケジュールの組み方だけでなく｀ここでもやはりコミュニケーションの不足が

人きな原因だったと思う，

問題意識の共有

総ボラの最も根元的で最大の諌題は、問悶意織の共有が不十分だったここだ。センターが何

をとのような問胆として捉え、それに対してどのようなアクシゴンを起こそうとしているの

か、そのつながりが多くのメンパーに承認されていなかったc 繰り返しになるが、当然のこと

ながら、これでは自分たちの活拗を検証することができない。

年末あたりから少しづつメンパーの意譲も高まってきたように忍えた訊私自身の反省とし

ては、自分の問題意識が完全1ご整理されていなかったことに加えて、 「あまり柚象的なことを

言い過ぎるとメンバーがしんどくなるのではないか」といったようなある意味非常に傲慢な

感覚をメンハーに対して持っていたのではないかと思う。メンパー—ヅ、一人が、常々口にする
ことはなくても、確実に様々な経験を自分0)中に蓄積していたにも閲わらず。

相手の話を閲き、本当に自分の考えを相手に分かってもらうということは、思うよりもずっ

と難しいことだ（と思うのは私だけじゃない,.・Iまず）。センターの運営の中心にいた私

が、 「メンパーの中に漠然とでも形づくられてきているものに耳を傾け、みんなでそれを具体

化していこう」という慇度に欠けていたことは大きな問題点であり、，今後の自分にとっても

最大の課題だと受け止めている c
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研究活動

センターの柱の一つであった研究及び勉強に関しては運営に関する反省以士に多く

の反省点がある。まず第一に、 「とにかくそれらしいことをしなけれ1かというある種

の焦りがあったのではないかと思う。全体として必要に応して勉強がなされていくとい

うよりは、企画が先行することが多かった。

遇Iご一回の勉強会（ミーティングの際に色々な活動経験者を呼び｀その人を交えて現

状の問題点の把握や意見交換をする形式）に始まり、それが小さな勉強会（関心分野を

同じくするメンバー・どうしが集まり、自主的に勉強する形式）となり、企画としては総

ポラゼミ（アドパイザーの先生を中心に、ゼミを行う）を 2回行った。

小さな勉強会があまりできなかったのは、時間的な併1i約が大きかったからだと思う

が、総ポラゼミはまさしく企画先行という感じで、メンパーの中でも閾心を示す人とそ

うでない人が二分してしまったように思う介

運営に関する反省に書いたよう 1こ、問題意識の共有自体が不足している状態で1ま勉

強しようといってみても空回りになりがちだった。ただ、いくら問題意識があっても一

人の人間がもてる時問には阪りがあるので、どちらかというと勉強・研究1ご力を入れる

メンバーが形成されてもいいのではないかと思っている。知らないこと、知りたいこと

を積極的に訊べていけるセンターでありたいという思いは今も変わらない。

3)今後に向けて

全体を通してこの——年の総ボラの反省を頁いているのは、 「コミュニケーションの

f足」だと思う。センターは性質上、様々な種類段階のコミュニグーションを確保し

ていかなければならないc 運営スタッフ、ひとつのセクンョンのメンパー間、セクショ

ンとセクション、個人会員同士、スタッフと個人会員、そしてボランティアセンターに

閑わっていない多くの人と私たち，

このようなf111子を作ろうという話がではじめた冬頃から、少しづつ、 Itれど確実に今

まで後回しにしてきた根本的なセンターの課題がメンバーの問で話題にされるようにな

り、一歩一歩前進していると思う。それぞれの場面で、メンバーの意識的な場づくり

と、具体的なアイディアが必要芯少なくとも現時点で、その必要性は中心メンパーに

共右されていると思う c 昨年はそれすらできなかった。今年度こそみんなが頭の中で

考え始めたことを具体的な形で行動に移していく一年だと思う。

ー総合ポランティアセンター」という枠組みは、私たちにとって迫具であり、手段

だ。それを維持することが目的になってしまったら本末転倒になってしまう。 「センタ

つを通じて私たちは何をやろうとしているのか一本来ならばごの部分こそがこのf111子

のメインでなければならないのだが、今回は時間が間に合わず、とりあえず運営而での

反省を中心に暫定的に冊子を発行することになった合

新しいメンバーを含めて、私たちがやろうとしていることの碕認を積み重ねていかな

ければならないと思う。
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このあとの流れ

1ーはじめに

2ー目檬の確認

3 —活動内容の検証

1ーボランティア活動のための環境整備
1)ボランティア保険に関して
2)福祉的技術のレクチャーなどについて
3)交通費補助について
4)コーディネ＿卜業務について

2ーボランティアの活動内容向上
1)大学当局に公言恩された活動場所の確保
2)反省会などを組織だって整備・運営する必要性
3)質的な記録の整備

3ー研究・企画
1)共同研究会・総ボラゼミ・小さな勉強会
2)イベント企画

4ーボランティア活動の pFl 
1)秋のキャンペーンについて
2)ニュースレターについて

4 —全体を通しての反省
～組織運営という概念の欠如～

-15-





-17-



2ー目標の確認

咋年 5月10日に発足して以来、そもそも神戸大学総合ポランティアセンターは、な

にを目揉として活動していたのでしょう。今同の反省に先立って運営局内でまず

「我々はこの一年、側を目標としていたのか」ということを確認することにしました。

ただ「初めに」に書いた事情の通り、設立当初のメンパーはほとんとおらず、正確iご
年間活動をしていたメンバしーは運営局内でも極少数です。そのため、投立に関わった初

期のメンパーたちが書いた各種の文章を利用しましたc

設立準備段階で用意された趣意書の中に「被災地の中心に位匿する総合大学としてポ

ランティア活動を通して、地域および大学の活性化を悩る」という大きな目標が掲げら

れていました。大目標としては、その迎りであろうと意見が一致しました，そのため

に、もうすこし具体的な目的として私たちが「活動案内」などで掲げていた目的、つま

り

1，一人でも多く学生にポランティア活動をはじめるきっかけを提供
し、その活動の継続性を諭保するためのコーディネート業務を行うこと
によって、学生として地域において一定の役割を果たす。

2、ポランティア活動によって得た体験・視点・情報をメンバー間で共
有する。

3、以上の活動を通じて自己の問題として捉えた社会現象を学際的に検
討し、その成果を大学における研究、ひいて1む地域での活動に還完す
る。

があるのだろうという話になりましたっ

しかし、ここで 1,2に関してはわかるが、 3の部分に関しては、これまで活動して

きて実感として良くわからないし、そもそも文意が小明確であるという話になりまし

に設立当時は大学での椋究活動とポランティア活動をつなげるという構想が協調され

ていたためにそのような表現となったのでしょが、なにも研究活動という形に限定せ

ず、地域の人と合同のイベント開催なとでも、日頃の活動を総合•発展させ地域に貢献
する契援となるだろうと考えてきていたということで、以F(i)ように書き直しました。

3、以上の活動を通じて得られたものを企画・研究などの機会を設けて
総合•発展させ、大学・地域に還元できるものを作り出す．
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また 「若い内に様々な社会参加をポランティアという形で経験することによって，よ

い社会人となるごとを同指す」と,,,うようなことも目標として掲げてきたのではという意

見がでました ポランティアこいうのがそのような教育効長をもつもりだということは，

過去だ総ポラのいくつかの文書の中にも見られる考えでありますし、現在の運営局員もそ

う思っているのですが，あくまで活動を通して各人が実現すへき問題で、組織目標こして

掲げなくても良いのではという意見に落ちつきました。

全体として十分時間がとれず、不十分な議論ではありますが、以 l噂研乍年。国標確認で

した。また今年の目標も同様のものとしていくことになりました。

-19-



3 —活動内容の検証

1 2一目標の確認」の所で述べたように、昨年 5月1I)日に発足して以来、神戸

大学総合ボランティアセンタは、

「被災地の中心に位置する総合大学としてポランティア活動を通して、

地域および大学の活性化を図る」
という大きな目標をおき、そのために以下の目的を掲げて活動してきました。

1、一人でも多く学生にポランティア活動をはじめるきっかけを提供
し、その活動のIll続性を確保するためのコーディネート業務を行うこと
によって、学生として地域において一定の役割を果たす，

2、ポランティア活動によって得た体験・視点・情報をメンパー間で共

有する．

3％以上の活動を通じて得られたものを企画・研究などの機会を設けて

総合•発展させ、大学や地域に還元できるものを作り出す。

これらの目的を果たすために次の 4フを活動内容としてさました。この活動内

容の区別は便宜的なものです。適切な分け方かどうかは議論の余地のあるところ

ですが、今回はこれを反省のためのガイドラインとして採用しました。

1) ポランティア活動のための環境整備
2) ポランティアの活動内容向上
3)研究・企画
4)ポランティア活動の PR

それぞれの項目に当てはまるであろうと思われる事柄を挙げ、それについて現

在の運営局員て話し合い、それらの活動が昨年度 1年間、呆たして効果的に行わ

れていたのかどうか、行われていなかったならなぜそのようになったのかを考え

ました3 そしてこれらの反省点を含む自己評価を通して、今年度はどのように活

動していけばよ~いのかを以下のページにまとめました c
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上ニボランティア活動のための環境整備

個々のポランティアが長期的かつ円滑に活動するためのコーディ

ネートを行うと同時に、ポランティア保険や福祉的技術のレクチャ

ーなどを提供することにより、安全かつ効果的に，学生がポランテ
ィア活動に従事できる環境を磁保する。

1)ポランティア保険1凜して

ポランティア保険に関しては、昨年度は 10月になってやっと全員加入を果たしました。

加入手続きはセンターが代行することになっているにも関わらず、このように遅くなってし

まったのです々その理由としては以下のようなことが考えられます。

a)活動する会員に滅多に会わないので保険代が受11取れなかった。また
殷立直後の時期であり、立て替える資金がセンターになかったこと。

b)センター内で、保険の代行手続きを責任を持って行う担当者が決まっ
ていなかったこと。

迂対策

夏休みの活動を終える頃に運営局制度を導入したことによって保険の加入を代行する責

任者が決まりましたつまた資金に関しても、各方面からの寄付が集まり立て替えることも

可能になりました。そのため今年度は個人会旦も速やかに保険に加入出来ています。

2)福祉がお祢屈Dレクチャーなどについて

活動者に対するレクチャーは、センターが主催することも他阿体主催の講習会を紹介す

ることもしていませんでした。特に障害者福祉に1関しては技術がいる場合が多くこのよう

なレタチャーは必要であったかもしれないのですが、実際に介渡にはいる会員がほとんど

おらず、濤百会を必要とする学生がいなかったのです。

す今年度は

たた、今年度に関してはコーディネートを行える状況になったので，講習会を必要とす

る会員が増えると思われます。センター自体が講習会を主催することは負祖が大きく，そ

のため効果的に行えるとは思われないので，他団体主催の講習会を利用するようにしたい

と思いますc
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3)交蓮躙如について

交通費補助を行いたいとの希望はあった訊実際はいっさい行えませんでした。その

理由として、

a)交通費補助を行えるくらい収入が安定していなかったこと C

b）貝体的1こ如伺なる形で、誰が、行うかという制度が不備で
あっだこと。

などが挙げられます。

「熱心に活動したら、交通費がかかって貧乏になったl という声が昨年は濁かれまし

た。このように交通幾補助はポランティア活動を継統していくためには必要でだろうと

考えられるので今年度は行う予定です，

とりあえず、財政的な目処はたったので、制度の整備が急務なります。

4) コーディネート業務について

コーディネートに関しては殆どポランティア活動に参加しなかった多くの会員を

'， 1 二云甘t•L- ，，が器＊の臣省点です＾せっかくポランティア活動に聰味を持ってセン

ターに登録してくれた学生に適切1こ7ィールドを紹介できませんでした，その理由と

して考えられるのは、個人会員を大々的に募集した設立当時は運営局制度はなく、コ

ーディネートする人とされる人の境目が綬味であったことです，そのため自己の役割

とし，てコーディネートを認識していた人は少なく、センターとしてコーディネートを

紺熾的に行えなかったのです。

今年度は新入生が多く入会したが、こちらから担当者が連絡をとり、彼らの意欲を

現場に結びつけるよう活動をしています。
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2ーポランティア⑰鵠加溶向上

ボラ万ィア譴加よっでぶ坦ふ況点靡t紺討忍餘
をナ、学生によるポランティア活動刀旬ヒを図るゥ

1)大学当局に公認された活動場所の確保

ポランティア活動をした学生が互いの体験を話し合う場を提供するために、固定の活

勁場所が学内に得られたことは娼しいことです。栄内の事務所を確保できたお陰で、休

み時間や事業の空きこ／マなどにも人がたまってコミュニケーションをとることができる

ようになりました。

運営面でも、授業やバイトの合間をぬってのことですので。学内畢務所でなければ今

のように仕事をこなすことはできなかったでしょう。

2)反省会などを組織だって整備・運営する必要性

設立当時はポランティア活動をしている人間が集まれば自然に活動｝ご関する会話にな

ると甘い見込みを持っていたのですが、予測を棄切り，意見を交換する場と槻会、また

参加者の関心・体験に応じた議論の筋道の設定をしないと話し合いというのは進まな：心

ことが分かってきましたロ

マ今弔紐らは

今年からは各セクションレペルで活動の後は反省会を設けるようにしてい

ます。また障害者の介助のように度の活動で 一堂1ご会する機会をもてな

いようなものに関しては、連絡帳などで事務連絡の他、活動の感想や反省を

記入してもらうように今年からしています。

また普段はボックス1ご顔を出せない個人会員には意見交換会の様会を設け

ていかなければいけないと思われます。月に 1度ほどのペースで実現させて

いきたいと思いますc

3)質的な記録の整備

設立当時から、各店のポランティア活動の報告・反省などを記繰として残そうと言

うことは言われていたのですが．昨年は日々の忙しさにかまけて、多くの活動に関し

て、文書として体系だった記録が残りませんでした。 「雅が、いつ、どこで、何の活

動をしたか」という、 （助成金中請などの必要性から）組織の緋持に最低限必要な記

録はかろうじてとっていたものの．個々の現場での試行鉗誤や、活動を終えての評

価・反省という、後輩にとって霞要なデーターとなる記録が残っていないのです。
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原因としては以下のようなことが考えられます。

a)スタンドプレイヤーが多く、その個人の熙断によって仕事が進むこ
とが多く、情報がその1固人だけに蓄積されてしまうこと。

b)情報を運営局に蓄積すると言うことに関して、メンバーの意識が低

かったこと。

C）反雀や評価の仕方について、センター全体で体系だったフォーマッ

トがあまり練られていなかったこと。

2と関連することですが、意識的に活動を反省し．記録する機会をセンターの活勘全

般に閾して持っていかなかければなりません。

また定期的に過去の記録をまとめ、長期的な視野で総ボラの活勤を点検する作業を行

うことも必要でしょう。

3ー研究。企回

吟妊来おける霙鳶頷旋通しで尋祖'¥Hd嵐心をもとに、
各稗筏形t・企画を坦認り人々、→人→遥と共1c;餡玖大学あるい
I＃邸記―叫Aぐきるものを作り出す。

1)共岡研究会・総ボラゼミ・小さt森姻奎

（これらの詳しい説明については第 3章参照：

個々の企面は通営局員の刺激1こなると言うことで一定の効果がありました。しかし

これらを一つの流れと捉え総合的にまとめるごとはできず~大学における研究また
地域での活動に還元できるという成果をヒげるにはほと遠いレペルに終わりました。

詰まるところ、すべて忙しい活動の片手間でやっていたことなので断J午的に終

わってしまったのです。このような研究活動をアドパイザー委員も十分に巻き込ん

で深く体系だって展開するために、大学院生などを中心とした専任部門が確立する

ことが必要でしょう。そのさいにこの部門に求められる役割は、上から知識を押しつ

けるのではな＜参加者が自主的に問題意識全体系立てる手伝いをすることです（こ

のような役割をファシリテーターと呼びます），
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2)イベンB紐酉

大和公園などでは、自治会の方と共同でいくつかのイベントを催したが、それ以外

に主体的になんらかのイベントを行うことはしなかった，だがイペントは 1) 日々 の

活軌の区切りになり， 21やった後の手応えがはっきりしている、 3) メンパー間ま

た学生と関わった地域や大学の関係者との連帯感が生まれ日々の活動にもプラスにな

る、など色々な効用があると思われるので、今後は無理のない範且9で小規模なもので

も良いから企画していきたい。

また今年度から実行委員会に参加するNADAChal}enge（地元の八幡神社でのお祭

り）は地域との交流が行われる坦であるので，十分に活用し私たちの活動を地域と密

着したものとしていきたい。

4ーボランティア活動加 R

ニュースレターの発行や、シンポジウムの開催を通じて、我々の持つ
問題意識を大学を含めた地域社会に訴え、また我々の事業や我々が共感

する各種のポランティア活動・社会運動に関する理解と共感を広くとり
つけていく．

1)秋のキャンベーンについて

11月に開かれた六甲祭にあわせて、秋のキャンペーンを行ない個人会員を募集しま

した。この時はPR不足のためほとんと侶人会員は増えませんでした。キャンペーンの

中心的なメンパーが大学への公認申請に関する諸事務に追われていたことや、公認の活

動場所が確保できていなかったことが凍固ですc

しかしもし PR活動が成功したとしても，秋の時点では継続して活動できるフィー）レ

ドは少なく、新しく入会した人1ごうまくコーディネートできなかったと思われます。秋

のキャンベーンは失敗に終わりました。しかし、 一方でニュースレターの発行・活動案

内の作成・総ボラゼミ 0)蘭催が行われ、そのほかコーディネー 1ヽ業務の可能な運営の体

制が酪えられるなどセンターの遠営に関して前進をみましたc

2)ニュースレターについて

昨年度は、 10月 12月、 2月の 3回ニュースレターを発行しました。部数1ま

それぞれ300部ほどです。土に学内に配付しました、最初の 10月号は、弔なる

「総ポラのパンフレット」といった内容1こ止まりました。 1 2月号 2月号ではそれ

を反省し
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それぞれのフィールドでの活動の元となる問題意識や、総ポラ自体の事業からは屑I
れた地域の問題、他団体の活動などを情報発1言していくという志で作ってきました

が、それにしては非常に中途半端な出来であったことは否めません．

「内容が難しくて、実は総ボラ内部の人もあまり読んでないJ という非常ビ「寒

い」意見もありますc この場合の「難しい］とは内容が高度であるということでは

無く、記事の記述が舌足らずで体系だっておらず、レイアウトも読む気を起こさせ

る工夫に欠けていたためにそう思われたと捉えるぺきでしょう。

より具体的に、上記の反省点を紐かに検討する作業を早急に行った上で、新しい

形のニュースレターを目指そうと思います，

全体を通しての反省

～組織運営という慨念の欠如～

昨年度は設立した年だったのもあって甚本的な運営ができなかったことに多くの

斥省点があります＾そもそも．設立当時は「組織運営！という概念自体が希薄で、

ポランティア活動を希望する）は地域のニーズを単純に集めさえすれば、ポランテ

ィアセンターができあがるという非常に甘い考えがありました．

組織の見かけ上の規模に比ぺ、メンパー間の話し合いが少なく、大変に無方針な

活動が多かったこと．具体的な99織の形態に対するピジョンを練るのが遅く、一部

のメンバーに仕事が集中し、蓮営が滞ったこと．そしてその結果、ポランティア活

動に興味を持っていた学生1こうまく活動場所を紹介できなかったこと．そして地元

のニーズにナ分に応えられなかったこと＇総じて、総ボラという組織の目的である

ボランティア活動の推進Jを組綿的かつ効率的に行うことは、全くできていな

かったと総括しうるでしょうぐ

「慈災でもりあがったポランティア熱をさますな」と、人変なあせりの元．セン

ターの設立は急がれました。その結果、見かけだけの組織が誕生し、それが内外に

あらぬ期待を抱かせ、十分に応えることのできない結果となってしまいました。こ

れは、今後より厳しい反省が求められる所です。

しかし、 1年間試行鉗誤し得たこれらの失敗の経験は私たちの糧となっているこ

とをメンパ-ーは感じていますc 我々の意欲と能力，可能性に関して、もはや設立当

時ほどの幻想と不安をいだいてはいません。

限られた時間の中、数え切れないほどの失敗を一つ一つあげていくことはできま

せんでしたが1 今年度はこれらの経験を体系立て、紐織化し、活動をしていかなけ

ればいけないと強く感じています。
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第 2章

1年間のボランティア活動報告

この章ではこの 1年間に参加しだそれぞれの活動
について活動内容を報告します。そしてその内の主
な汚動についてぱ私たちがその活動のなかでとの
ような役割を果たせたのかを考え報告します。

なお、時間不足のため、いくつかの活動について
はまとめることができませんでした。また記述の形
式や兌握についても｀統一を欠いたものとなってし
まいましことをお詫びしたいと思います。
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どもに関わる活

_1,桝直丘¢-ノ舌動 6見）

箆災後子どもと遊ぶことで傷ついた子どもの心のケアをしていたグループ「すま

いる」の弓予どもと遊び隊Jからの依頼を 7月に受けたのをきっかけに中央区にあ

る生田川児童館での活勁を 7月から開始しましたc

J9活動の因容
参加者の都合の良い土耀日の午後2時から 5時まで児童朗周辺からやってくる子

ども達と遊びます。

児窟館では先生方が毎週—t曜日には何らかの企画を立てていらっしゃるので、そ

のお手伝いもしまずカレンダー作り、お菓子作り、風船遊びなどがありました。

他は児童館のプレイルームでトランポリンをしたり卓球をしたり平均台を使って

遊んだりします。遊びのアイデアは子ども逹かどんどん出してきてくれるので、私

たちが考えることはありません．，

児意館にあるボードゲームでも遊びます。ポードゲームはかなりたくさんの種類

があり、私たちの了どもの頃にはなかったゲームもあるので楽しめますn

天気のいい日は児蛍館の脇にある公［東iで鬼ごっこやバトミントンやサッカーをす

ることもあります2

子ども達は放っておいても勝手に避ぶので、私たちはけがをしないように気を

配ったり、 Iレールを守らない了を注意をするなど「お兄さん」 「お姉さん」として

子ども達と遊んでいます。

]活動を振り返つて
活動に参加し始めた頃は子ども達が窟災によりどれだけのショックを受けている

のかとても不安でしたc しかし、活勤に参加し子ども逹1ご会ってみると、衷災の影

蓉が予想外に少なvヽこと幾きました。

「すまいるIの方からよくいわれたのは、 守どもと一緒になって避んではいけ

ない遊ばせているんだということを忘れないように。」ということでした0 活動

を通して考えていたのは先生や親のように権力的でなく、また同級生でもない「大

学生＿ならではの接し方があるのでばないかという事です。同世代に限られない人

問の交流をこの活動を通じて行っていきたいと思ってきました，
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ク参加者が少なかったことが残怠でした。
センターの会員でボランティア活動をしていた人が少なかったこともあり、生田III

児童館の活動に参加した人も限られたメンバーだけでした。 （この少数の参加者は子

ども達1こ顔を覚えてもらうなど、深い関わりを持てたので良かったと思います。）時

期によってはほとんど児童館1こ足を運ばないときもありました。センターの会員が増

え、うまぐ活動にはいってもらえるようになれば、児童館の協力も得られるので、イ

ベント企画をしていきたいと思っています。
・汚動日数： 11日 (7月 29巳～ 12月9B)
・活動人数；のペ 22人（実人数 7人）

●「京都わんばくクラプ」

9 5年の夏休みには、京都商工会議所青年部の主催する［京都わんばくクラブ」の第

3班（北淡町の小学3年生から 6年生までの被災児童が70名が対象）に参加．

・活動日数： 38(8月8日～ 8月1□巳）
・参加者数：のべ 18人（実人数 6人）

●岡本信愛幼稚園

仮設住宅の建設などで公園が子どもの遊び場として使えなくな9 ている状況を受け

た教育委員会からの要請で、土濯日に園庭を閲放していた岡本信愛幼稚園で子どもの

遊び相手をしていた。教育委員会からの園庭開放の要請期間の終了に伴い、活動終

了。

．汚動ヨ数• 5日（11月25日～96年3月9巳）
・参加者数： 14人（実人数 6)

●「白百合の会」 （親）

神奈川県のポランティア団体「白百合の会／ 1こ協力し、絵画展を開く計画が現在進

行中．
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◇避難所での活動◇

、．芍カフェ

「国境無き医師団」及び同志朴大ポランティアグループの活動を引き継ぎ、成徳小学校避

難所内でのカフェ運営の手伝いを行った。その後、運営が住民主体になり．活動終了。

・参加日数 7日 (95年5月 25日から 6月9日まで参加）

・参加者数 のぺ 12人（実人数 10人）

●「カフェ・ツモロ—J

カフェTOMORROWとは、音謁東簑茜学校避難所（神戸市灘区岩屋北町 6)の東立閑で 7

月15日～ 8月23 H (3 2日間）の間、私たち神戸大学総合ポランティアセンターが運営

をした力｀フエテリアですc

下、TOMORROW” とはカフェの開始前に住民の方から名前の募集をし、唯一応募いただい

たものです，私たちは刃フェが明日を考えられるような場所にしい。」という思いにぴっ

たりだといって、とても気に入っていましたn

澄カフヱの様子
定休日（火曜日、 8月の中旬より火・木・日哺Rlを除き、街日午後 6時から午後9時

(8月はじめより午後 8時半まで）の間運営をしました。カフ 9 にはおよそ 20席の椅fと

3 台のテープルを用意しました q そのうちテ—ープル 2 台を校舎の外に設置し、 ］がま展内に

設慌しました。屋内は禁煙だったため、住民の方は屋外の席を主に利用されていました。屋

内の席はポランティアと子供達が使っていることがほとんどでした
カフ 3ではアイスコーヒーーホットコービ—ーアイスティー・ホットティー・ジュース—

お菓子を無料で提供しましにこれらの材料のほとんどは他のポランティアからの提供や避

難恥あった救援物資でした。またーカでカフェにカンパ箱をおき、住民の方からカンパを

頂きましたC また他のボランティア団体からも寄付をいただきましたc

翠活動内容
ポランティアは当日午後 5時に来てメニューにあがっている飲み物を作り、カフェのテー

プルの飾りつ：ナをしました'運営中は飲み物をいれたり、住民の方や参加者同土でと話をし

たりしました。運営を終えると後片づけをして午後 9時半頃には避難所をあとにしました＂

神戸大学総合ポランティアセンターでは青陽東カフニセクションをつくり~数名の会員を
巾心に個人会員をカフェ活動にコーディネートしました，センターでは毎週火曜日の午後 5

時からセクションミーティングを行ないましたc
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疏活動の 終了
カフェ活動は8月23日をもって終了しました。 8月20日の避難所解消に伴い避難

者数が大幅に減少し｀カフェ運営が難しくなったこと、また引き続き避難所に関わるこ

とが避難住民の方には必要ないのではないかとの判断からこの日をもって活動を終了し

ました。

疇活動終了後の動き
活動終了後 3回の反省会を経た中で、今回の活勤を長期的に生かすことを目的とし

て、青陽東養饒学校避難所に避難されていた方と文通をしていきたいという意見がでま

した，そこで一部の元避難住民の方に文通のお誘いをしました。 3世帯の方が文通を希

望して下さったので、現在細々とお便りの交換をしています。

立活動を振り返って

活動を終えた後、 3回の反省会を開きました。参加者の中には、住民の方の話を聞く

ことで、少しでも役に立てないだろうかと考えていた人もいれば、ボランティアは空間

の提供に努めるだけでいいと考えていた人もいるなど、それぞれの参加者の意識は多様

であったことをあらためて知りました。思うに活動期間中にそれを互いに知ることがで

きたならもっと余裕を持って活拗ができたのかもしれません。

反省会では運営に関することが多く指摘されましたが、ポランティア活動において

もっとも大切な「活動の目的と実際の活動を振り返るような話し合い」ができませんで
した。私たちの関わり方が最初から受It身的でありまたその姿勢を変えれなかったこ

とがこのような話し合いの欠如を生んだと思います。結局｀活動中はもちろん活動後に

も（その姿勢を今後に役立てていこうという傾向はあるのですが）その姿勢が実際にカ

フェの活動に与えたその影響を深く互いに話し合うことは殆どできていません。

活勁の結果が私たちの目的としたところにかなったかどうかは、カフェの活動では判

断できにくいと思います。しかし、活動に参加したメンバーの多くは避難所という特別

な空間1ご足を運びそこで何かを感じ取ってくれていると思います．また他の活動に参

加する際にカフェでの活動を活かして、被災地での活動を効果的に行ってくれることと
思います．

・活動巳数、 326間 (7月 16日から 8月 23日）
・参加人数： 131人（実人数 2 6人）
・報告者：牧壱也

●その他

引っ越しの手伝いや、荷物運びなどの地域住民から直接依頼された活動も少しでした

が行っていました。
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“X1-1./!1/ 

199 5年6月から l0月の問灘区にあるニヶ所の仮設住宅、篠原公園仮設住宅と

ー王山仮設住宅の訪問活動をしていました。

，，活動のきっかけ
きっかけは6月14日の簾原公園仮設住宅での灘ポランティアの活動に参加したこと

です。有事の際にスムーズに住民や住民の親戚宅などへ連絡できるようにするために、

住民の連絡先を灘ポランティアが把握しようという目的で、住民の方の家に訪問し本人

の連絡先や親戚の連絡先をきいてまわりました。そのような活動をした後、稔ボラが灘

ポランティアから依頼を受けたという形で、毎週水堰日に篠原公園仮設住宅での友愛訪

問を始めました。

町篠原公園仮設住宅での活動
榛原公園仮設住宅は初期の仮設住宅で、隣害者や高齢者を優先して入居するようにし

ているので、友愛訪問では最近の体の調子を訪ねたり、一人暮らしの高齢者の話し相手

になる活動をしていました。

口ー王山仮股住宅での活動
6月終わり頃には、大学から近いー王山仮設住宅にも友愛訪問をするようになりまし

た。ー王山仮設住宅も高齢者の占める割合が高く篠原公園仮設住宅と同じ様な活動をし

ていました。

回篠原公園仮設住宅からの撤退
篠原公園仮股住宅での活動は、 7月のはじめから灘ボランティアに登録していた主婦

3名と合同でするようになりました。活動をしてみると地元の主婦の方は仮股住宅の近

くに住んでいることもあり空いている時間に訪問9こいけるという利点があることが分か

りました。その上に、仮設住宅に住んでいる方は年を取った方が多いのですが、主婦の

方は、私達が何日もかけてやっと打ち解けられたかなと喜んでいることをはじめて

いったその日のうちにできてしまうことを目の当たりにしてしまいました。私達学生で

しかできないこともあると思いますが、多くの点で仮設の友愛訪問は学生よりも主婦の

方が適任ではないか、私達は必要なのだろうかという疑問が生まれてきました。そうい

う疑問が生まれてきた為に私達は続けるのか、撤退するのかということについて話し合

いをしました。その結果、まだ結果を出すのは早すぎるけれど、総ボラの中で活動でき

る人も少なく活動の継続にも不安があり、篠原公園仮設住宅は主婦の方にまかせて｀私

達は一王山仮設9こ専念することにしようということになりました。
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環一王山仮設住宅からの撤退
ー王山仮設住宅でも途中から灘ポランティアの主婦の方と合同でまわるようになり

ました。その後10月になり夏休みが終わると今までのように昼間に活動できないこ

ともあったので．灘ボランティアの主婦の方に活動を引き継ぎ私たちの活動を終了し

ました。

・活動巳数： 8巳 (6月14日から8月28Bまで）
．汚動人数・のペ 22人（実人数： 6人）
・報告者：服部訓子／牧壱世

●仮設住宅での日曙大工

仮設住宅改造の活動は、あちこちの団体が行っており、そのいくつかに参加し

ました。

ただ，仮設住宅改造と言うと、すごく大げさなイメージを僕は持ってしまいま

ずなぜなら、この活動では、入口の階段の設償や、物干しのひさしを取り付け

る程度の事しか行えず、仮設住宅の根本的な問題の解決にはならないからです。

それでも、この活動を通して、仮設住宅の粗雑さ知り、多少でも改善すること

ができたので、活動した意義はあったと考えてい主す'

しかし、活動の中には、住宅の'’改良＂ではなく＂改悪＂になるのでは？とい

うものもありました。

そして、その改悪になるのでは？という活動に対して、撲は、なんら否定的な

意見を言うことなく、ただ、なんとなくその作業を手伝ってしまったという反省

がありますc

これは活動のリーダーが中高年のプロのおじさんなので，若僧の僕は、意見

しない方が良いのでは？と勝手に考えてレまったのが原因でした。

・活勤巳数： 1 E] 
．汚懃人数・ 1人
・報告者 真中正琶l
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●1は辺暇D子台て吃片ベント

10月22日に北区鹿ノ子台第5仮設住宅で行われたふれあいセンター完成記念のイペント

に参加しました。このイベントの指揮をとったメンパーの一人が参加のきっかけから活動の報

告までをします。

｝活動のきっかけ
私が初めて鹿の子台に来たのは、震災から 6カ月経った夏である。直後から本山南小学校

に泊まり込みで活動していたボランティアの仲間の友人に、連れていってもらったのがここで

の私の活動のきっかけとなった。小学校で知り合ったご老人がやっと当選した仮設住宅が、鹿

の子台であった。第五住宅の自治会が開催を通して住民の親睦を図ろうとして、バザーや抽選

会を行っていた。その老人の紹介で自治会の会長にお会いして聞Itば、鹿の子台はほとんど老

人の世帯であり、近所と交流もなく閉じこもりのため他の仮設住宅で起きている「孤独死Jを

なんとか出すまいと様々なコミュケーションのきっかけを作ろうとしているとのことであっ

た。そして、もし大学生の若い人たちが来て行事に参加してくれたらどんなに皆さんが喜ぶ

か、と学生のクラブとの交流を是非にと頼まれた。

》イベントに固けて
私自身、在校のクラプとは全くつながりがなかったため思案して総合ポランティアセンター

のメンバーと相談していろいろな所を訪ねて、ようやく落語研究会の学生に事情を説明して行

事に参加してもらえることが決まった。もともと落研は、これまでにも大学の近くの仮般に積

極的に活勁し1こいっていたため、大変好意的に引き受けてくれた。

実は落研の参加が決まったときは既に 10月22日の秋の行事の一週間前であり｀ホッとし

たのを覚えている。当初、総ポラ内のカラオケ隊や他のメンバーも試験中での打ち合わせだっ

たこと、遠隔地であることなどの理由から集まりにくく、参加を引き受けたのは皆で決めたこ

ととはいえ時期尚早だったと後悔した。それは、センター内での組織の再構成やこれまでの地

元での活動において問題が噴出していたころであったからだ。

でも、せっかく、熱心に協力を申し出て楽しみにしている自治会のかたをがつかりさせた＜

なかった。 （総ポラのミーティングに参加されたり、交通の手配をしていただいた。なにしろ

市内とはいえ大学からアクセスのきびしい所であった。 1

｝イベント当日
こうして、メンバー集めやカラオケ隊や落研との打ち合わせ、と大変であったが当日は、大

盛況であった，秋睛れの空の下でのカラオケ大会や落語の熱演1ご笑い、喜ばれる方々庶見て、

私自身が歌ったり話したりしたのではないが》なんだか一緒にやりとげたようなさわやかな心
地がした。

ボランティアは気負ってやるのではなく、自分も参加して楽しむことだ。そして、今の自

分とは違った立場1こいる人の気持ちを考えようとすることから始められることだと気づいた。

，活動8数， 1日 (10月 22 8) 
，活動者数， 5人
，報告者：中Ill裕子
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私逹1ま今、大和仮設という地域型仮設住宅で活動しています。

大和仮設は六甲道駅東側にあり、 65歳以上の高齢者、または身体障害者の方を

対象として違てられた仮設です。

活動内容は仮設内のふれあいセンターで茶話会、カラオケを月，金曜日の l~

5時までやっています。最近は段々暖かくなってきたので、一緒1こゲートボール

もしています。

私達はそれまでこの仮設住宅を中心に活動していた六甲庵というグ）レープが撤

退するという理由から、この大和仮設で11月末から関わるようになりました，

今まで私達が催したイベントは、 12月25日のクリスマス会、 2月3日の節分で

す。

クリスマス会はちょうどいいことにホワイトクリスマスになり、かすitや、さ

つまいもバイを振舞ったり、ふれあいセンターで茶話会をしたりして楽しみまし

た。

また節分では、合同で活動している松蔭女子大の方が鬼の面や衣装をつくって

くれ、僕は鬼の格好をして、みんなで戸別に巻き寿司を配りました。

また、目の不自由な方の付き添い、足の不自由な方のためのお使い、病人の方

の付き添いなども行っています。高齢者の方が多いだけに、度々救急車が来るこ

ともありますr

様々な活動を通じて、この仮設の方々は概して「若いJ と感じます。実際、

「この仮設に老人はいない」とおっしゃる方もいます．

明る＜活発で、とても混齢者とは思えない力もいます。そんな積極的な姿を見

て、僕は見習うべき点がたくさんあると感じています。

仮設が建ってから一年が過ぎ、建物も段々といたみ始めました。仮設を出て行

かれる方も多数出始めました。

だからこれから大変な時期が来るかもしれませんが、仮設の方々僕達を必要と

してくれる限り、頑張ります。また色々なことを吸収していこうと思います。

・活動曰数 40日 (11月 228~3月29日／現在も継続中）
・活動者数： 117人
・報告者・石丸努
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〇障害者福祉Q

．反e•A¢濾 g見）

住友さんばセンターができる前に稲村が御影北小学校の避難所で知り合いになり、当初

から稲村が毎週木耀日1こ介護に入っていました。そういった縁で、センターが文学部にあっ

た頃には．よく火曜日の昼過ぎにセンターに来ていました, 6·7 月には消水•吉田も不定
期に活動しています。その後、 9月からは吉田が隔週土曜日に定期的に入るようになり、 1 

1月末には服部が空いていた残りの隔週土曜日1ご入りました。この頃、稲村が活動を月一回

ほどに変えています。また、火曜日の介護の人が抜け、センターが学生会館に移ったことも

あって、住友さんはセンターに来なくなりました。 12. 1. 3月には住友さんの周りの人

たちの交流会「住友バーティー」を開きました。

・活勤白数 4 68 (6月 1日～ 3月23日）
・活動人数 のべ 49人（実人数 5人）

爆らんなでハッピーキャンプ

95年夏にあった障害者と健常者がいっしょになって行ったキャンプです．社会福祉法人

「えんびつの家」主催．いくつかの地区に分れて数回行われたうちの神戸地区に喜多が参加

しました．キャンプの内容としては、テントの設営．キャンプファイヤー、飯ごう炊叛など

が挙げられます。

・活動日数： 2日
・参加者数 1人

・ンティア反麻〇＼ビーJa―、-9お芸却

聴覚障害者を支援するためのポランティア団体「阪神大器災視覚障害者支援対策本部（ハ

ピー）」が行っていた、避難マニュアル作りのための調査手伝い。聞き取り調査自体1ま8月

1 4日から 9月3日まで行われていた。

・活動巳数・ 1 E] 
・参加者数 2人

・えんひと1漆 Iユ悶わる活動

前澤が、野橋顛子さんの送り介助をしました，
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＃障害者セクションの活動を振り返って

この一年の障害者セクションの活動は、住友さん関係の活動がほとんどです， 1

9 9 5年10月に運営局がセンター内に作られた時，活勁をある程度まとめるため

1ご、セクションが作られました。しかし、実隙は 10月当時、活勤者が稲村・吉田

の二人だけで、二人とも住友さんの介殺に入っていました。新しくこのセクション

に入る人へのコーディネートについて、他の障害者の人にもコーディネートした方

がいいのでは、との意見もありました。しかし、浅く広くよりは一人にたいしてで

も責任をもって引き受けた方がいいということ、住友さん以外の障害者の人のごと

がよくわからないこと，住友さんへの介護者の必要性、何より人数が少なかったと

いうことから、まずは住友さんにコーディネートすることにしてそれから対象の

人数を増やしていこうということになりました。しかし、結局、その後コーディネ

ートできたのは、服部さんが住友さんの所に入ったことだけでした．住友さん一人

に対してしかコーディネートできなかったことについて、簡潔に反省点を述べる

と、

良かった点
① 3人のボランティアが全晨同じ人の所に行っていたため、ポランティア

どうしでの情報交換や相談，レクチャーが比較的やりやすかった．
②「住友パーティー」という形で浬蚕老と学生，罪害者関係のひと（ポラ

ンティアでない人など）の交流がはかれだ。

悪かった点
0どんな諜害者の人がいるのか，介護の種類ややりかた、等など、コーデ

イネートする側に必要な経験・情報・知猿をたくわえることができなかっ

だ。
R一人の障害者のことについてしかわからなかっだので、他の障害者や障

害者一般が抱えている問類が見えにくかった。

＃今年度からはこうしたいと思っています。

これらをふまえて、 96年度はコーディネートの仕方を確立させ、しっかりとコ
ーテ冒ネートしていくことが、一番大事な目標になると思います，六甲デイケアセ

ンターやその他の団体・学内サークルと協力して（または頼って）いぐことが蒐婆

になるでしょう。
まに活動していて互いに情報交換したり、解らない事や悩みについて相談した

り、何かについての学習をするといったことも必要になってきます。これらのこと
は、セクションでミーティングをするなどして、解決していこうと考えています。
さらに、活動以外での、障害者との交流会む気軽に参加出来る場として、開いて

いければいいなと思っていますc

・報告者：吉田陵太
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注

住友さん（本名・住友 智くざ＞）

年齢不詳（本人談）の、競馬好きののんきで適当ななおやじです。脳性マヒによる

重度の肢体不自由障害を持っていて、体をあまり自由に動かせません。目や耳は達者

なのですが、ほとんどしゃべることができないので、文字盤を使って防します。外出

する時は車いすに乗りま尤現在は六甲アイランドの第四仮設住宅で 60過ぎのお

母さんと二人暮らしをしています。
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女その他の活動六

●月見山自治会での活動（現）

須磨区の月見IU自治会のポランティア活動の手伝い。月見山自治会では、簑災以煎か

ら、地域のボランティア活動を行っていたが、策災後、しばらく中断していたのを、神戸

大学の学生も交えて再開。日躍大工．老人ホームヘの訪問、お祭りの手伝いなど活動内容

は多様。現在も月1ご1回程度の割合でつながりを持っている。
・活動日数 5日 (6月 188~1 0月 158) 

・参加人数：のぺ 12人（実人数 9人）

●カラオケ隊のお手伝い

カラオケ隊の活動は、＂くまさんの炊き出し隊'’の矢野さんからの呼びかけによ

り、＂くまさん～’'と総ポラの共同主催という形で 6月の中旬から始められました。

（後に”カラオケ隊’＇と改称。）
灘区を中心とした各地の避難所でカフオケ大会を行うことによって避難者の方々に利

んでもらい、お互いの結束を高めてもらおう、また、ボランティアはその活動を通し

て、避難所の様子や避難者の方々の心境を知ろう、というのが活動の主旨です。

実際の活動内容ばその会場によって少しずつ異なります。音楽室や一般の教室など

を借りて、こじんまりと行った場合には、自然とアットホームな雰囲気となり，ボラン

ティアも住民の方々と話をしたりしながら、共に楽しむことができますが、運動場な

ど、広い場所でやる場合には、リクエストの受け付けや司会｀機械操作などの運営作業

で手一杯となってしまいがちです，また、その時や場所の状況によって、目的も少しず

つ変わります。仮設住宅の割り当て発表を目前に控えた避難所では、住民の方々の神経

も庇ぷっていましたから，みなさんの心を和らげるのが第一目的でしたし、住民同士の

結束を渦めることを最優先に考える場合もあります。現在では仮設仕宅の”ふれあいセ

ンター'’などが主な活動場所となっていますが、そのような所では知らない人同土をつ

なげてコミュニティ作りのきっかけとなることを目的としています。

)>活動を振り返って
これらの目的を参加するポランティアの間で共有したり、実際の活動内容を前もって

確認するための事前の打ち合わせや、その活動結果を次回以降に活かすための反省会

が、あまり行われなかったことは、反省すべきことでしょう。またこれまでは矢野さ

んのお伝いといった感じで、ほとんど頼り切っていましたが、こればイペントポラン

ティアのノ
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ウハウを知る絶好の憬会でもあるのですc 今後は、カラオケだけでなく、イペント

ポランティアセクションとして、より充実した活勁を行えるように、みんなで頑

張っていきましょう。

活動日数
活動人数、のべ33人
報告者四の宮昇

疇渥医ボランティアセンターのお祭り

このお祭りは、 8月 27日に稗田小学校のグランドで開催されました。

このお祭りは、澄区内にあるポランティア団体が集まって交流を持ち、一緒に灘

区を盛り上げましょうということを目的に灘区のボランティアセンターが開催した

ものですc 灘区にある 7つほとのポランティア団体が参加し、たこ焼き屋やカレー

屋やかき氷屋などをそれぞれが出して避難者の方に楽しんでもらおうというもので

した，そのほかにコンサートやカラオケ大会などが行われました。

私達総ボラはくまさんの炊き出し隊という炊き出しボランティア団体の矢野さん

という方から依頼されて、その方たちのお手伝いをするという形で参加しました。

II区役所の中のポランティアセンターで参加団体による打ち合わせがなされたので

すが、その段階から参加させてもらいました。当日の総ポラからの参加人数は 8

人、そこで子供向1ナのゲームのお手伝いと、カレーの炊き出しのお手伝いをしまし

た。お祭り自体はたくさんのひとが来て下さって成功したのではないでしょうか。

◎たくさん残った反省点

しかし、私達には多くの反省すべき点が残りましにます、何のためのお祭りな

のかということを参加者一人一人がきちんと自覚していなかったために、ただの労

儀力になってしまっていたということです，イベントをするということがどういう

ことか分かっていなかったために、何をしたらいいのかさっぱり分かっていなかっ

たごともあります。これはイベントをほとんどやったことがなかったので仕方な

かったのかもしれません。

最大の反省点は学生が固まってしまい一緒にやっている 1まずのくまさんのたきだ

したいの方（皆さん社会人です。）とあまり打ち解けることができなかったという

ことです。せっかく一緒に行動できる機会だったのに私逹は閉じていて交流できま

せんでした。こんな反省1まかりの活動でしたが、失敗は成功のもと 1の心意気で、

これからは自分と違う世界に属している人でもこわがらずに、本音で関わりを持っ

ていきたいと思っていますう

活動8数, 18 (8月 27日）
活動者数・ 7人
報告者：服部訓子
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●アルジェリアテン区項臨

「アルジェリアテント」それを聞いて皆さんは何だろうととお思いになるでしょ

う。

アルジェリアテントとは、その名の通り咋年の阪神・淡路大窟災のとき、アルジェ

リアから救援物資として神戸市に寄贈されたテントです。六甲祭のとき展示したので

ご存じの方もいるでしょうか．ちなみに「アルジェリアテント）とは通称であって、

正式名称は分かりません。

アルジェ．9）アテントの広さは、約畳30愚主に仮設住宅の自治会やイベントなど、

住民同士のふれ合いを保つ重要な場所として使われます。

神大総合ポランティアセンターが他団体と協力してこのテントを建てた喝所は、ポ

ートアイランド第ニ・五仮設兵庫・西区の仮設、そして湿区の大和仮設です。

特に私達が初めて主体となった大和仮設での設営は困難なものでしたっ

朝十時から始めて、日中日差しの照りつける中、夕方四時くらいまでかかりまし

た。途中． 7灼 立ちくらみもしまし

た。やっとの思いでテントを建て、雨対策で周りに溝を掘りました。またピールのケ

ースや畳（大和仮設ではやっていない｝をもってきて、座敷のようにしたりしまし

た。しかし、もともと接合部分が甘かったので．骨粗みがずれたり、雨の重みでテン

トがつぶれたり、強風で吹き飛んだりしました。

大和仮設においては、建てて一週間後にすぐ解体が決定しました。それは行政がふ

れあいセンターを建てることに対して重い腰をあげたからでした。自分たちの建てた

テントがすぐになくなってしまったり）は悲しいことですが、 e ういう形 c仮設のh々

にお役1ごたてたことをうれしく恩います。

私逹はア）レジニリアテントを建てることはないでしょうが、つらくともなんとなく

楽しい活動でしたc

・活勤日邸． 58間 (7月 28~9月 1日）
・活動人数：のべ 16人（実人数 7人）
・報告者：石丸努

●文通ポランティア

文通により交流をはかることを目的に開始。 95年秋から、 「カフェ~ツモロー＿

などの様々な活動を通じて知り合った人と文通している。

●復興祭のお手伝い

神戸大学学生頷災救援隊が6月4日に六甲八幡神社で行った復興祭に当日のスタッフ

として参加。会場整理パンフレットの配布、救援隊の模擬店の手伝いなどをした．

・活動巳数： 1日
・活動人数・ 3人
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.その他

その他にパザーを開いたり． 3lっ越しのお手伝いをしたり、大和公園仮設住

宅のお祭りに店を出し利しました。

特に1ゞ ザーやお祭りは灘区で活動していた六甲庵という、お坊さん達がやっ

ていたボランティア団体にお世話になりました。六甲庵の縁で現在も大和仮設

住宅で活動を続けています．
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第 3章

研究活動の報告

·~,、ぐ 9 ；く。な／‘
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ランテ17？センターでは学問と社会頚献を両立
させi様炭な方面における釦且の研究と本学学生の社会貢献への
意欲を地壌社会に桔びつ1プようと試みようと考えています。

9く なこでボ，，ンディア汚動送通して年の問題としでとらえだ社
会問題を学問的に研究していくよう活動しています。

ーー一呵はこの1年間磁砂嘩勤について報告：します。
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この 1年間で次のような研究活動を行いましだ。

共同研究会

5月23日から 7月11日まで毎週火曜日にセンターのボックスで学生を中心に

共阿研究会を開いていました。ボランティア活動を通じて個々人が興味を抱いた問題

について発表したり、様々な活動をしている他団体の方を招いて私たちの知ることの

ない現場や問題についてお話をしていただきましたり

第 1回共同研究会は避難所でポランティア活動をしていたメンパーが［避難所での

ポランティアから見えた問題点」と題して，主に避難所自治1こついての問頚点につい

て発表し，それについてメンバー間で話し合いました。

第2回共同研究会は灘区避難所連絡会に参加していたメンバーが「灘区避難所連絡

会の活動経験」をテーマに連絡会の存任意毅や現状、これからの方向性について発表

しました。

第 3回ばコープごうべの福祉活動推進員である林律子さんを招いてポランティアコ

ーディネート業務についてお話しをしていただきました。

第4回と 5回目は灘区避難所連絡会から戸嶋凡兵さんを招いて、察災後数力月をヘ

て今なお解消されない逍難所の抱える問題について、写真などを交えて説明して下

さいましたc

第6回は子供の心のケアのためのNGO澤楽」の堀直子さんを迎えて楽楽の発足

のきっかけや活動内容を通して子供の心のケアを行うポランティア活動1ごついてのお

話を聞きました。

シンポジウムの開催

6月26日と 27日に「仮設住宅をもっとよく知りたい！ Jと題して神戸大学総合ボ

ランティアセンター主催のシンポジウムを開催しました。

26日は神大工学部の室崎益輝教授の「仮設住宅の構造上の問題を考える」というこ

とで．応急仮設住宅と制度の問題や雲仙などとの比較や仮設住宅の問題点を指摘し、仮

設住宅のあり方を考えるものでしたc
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27日は「ポランティアが仮設住宅1ごどう関われるか」ということをテーマに

ちびくろ救授ぐるうぷの村井雅清さんと神大発達科学部の城仁士教授を迎えて行い

ました。村井さんからは実際に仮設住宅で活勁しているポランティアの視点か

ら様々な問題提起が行われました，

また城先生からば 「被災地の心の問題」に付いて、実際に被災地で行われた調

査に基づいた発表がありました．

総ポラゼミ

アドパイザー委員の先生を招いて行う自主ゼミを行いました。ゼミの目的はボラ

ンティア活歎自体や｀それに伴ってくる様々な問煙，事象を学術的に捉えることで

す。

く第 1回＞
］ ］月 16日に渥美公秀先生を迎えて行いました。渥芙先生は文学部で社会心

理学を専攻されているので、ゼミのテーマは「社会心理学者が見た阪神大倭災」で

行ないましたロ

く第 2回＞
12月20日1ご三上剛史先生を迎えて行いました，三上沢生は国際文化学部で社

会学を専攻していらっしゃいます。ニュースレター第 2号の＂アドバイザー委員を

訪ねて＂をふまえて 「おまえら何でポランティアやっとんねん～ボランティアの

社会学的な位置や理念を考える」というテーマで自主ゼミを行いました。

これらの自主ゼミの詳しい内容につきましては、それぞれニュースレター第 2

号、第 3号で報告を行っておりますのでそちらをごらんください，

小さな勉強会

小さな勉強会とはポランティア活動を通して、またR常の経験を逝して社会の

問題に対し感じたことや考えたことを学生同士で気軽に話し合う勉強会です。勉

強会という名が付いているのでそれなりに本などで下調べをするようにしていま

すが，墓本的には自由な形で行うことにしています。
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〇昨年度を振り返って、今年度からは次のようにしていこうと思っています。

袋司眺労姿こついて・

ポランティア活動といっても様々な活動があり、自分の参加していない活動

について知る機会はあまりありません。そこで、活動の種類に関わらずメンパ

ーが一つのところに集まり，発表の内容1ごついて話し合うことは（特に他団体

の活勤者を呼んで行ったことは）総ポラのメンパーに大変刺檄1ごなっていまし

にただ話をしに来ていただいた方たちは当時の中心メンパーのつてで来ても

らっていたので、彼らが活動に関われなくなった夏以降は行えなくなりました

現在の活動量を考えると週1ご1回の共同研究会を復活させることは無理です

が、月に 1度くらいのペースでもう 1度始めてみたいと思っています。

シンポジウムについて

6月のシンポジウムには学生よりも、大学関係者や学外のポランティア団体の

人々が熱心1吋用去99きてくれていました．その後の関催の予定もあったのです

が、シンポジウムを組織する力塁のあるスタッフが忙殺されていたため、ついに

昨年は再び行えませんでした。

シンボジウムの参加者の一人が最後に感想を述べる場面で「大学の先生方がこ

うして無料で我々に、普段は大学の中に閉じこもりっぱなしになる知識を解説し

てくれる様会を設けてくれたごとはたいへんに婢しい。'と語っていましたc

このようなシンポジウムに対するニーズはまだまだあると思われます。ポラン

ティア活動のコーディネートをする部門とは別に、このようなシンポジウムを企

画する部門を大学院生などを巻き込んで成立させ、 「市民に開かれた大学Jをめ

ざすための紐織的荻盤を愁備することが今年の課題となるでしょう。

品・／こンL之ミについて

11月と 12月に開いた総ボラゼミは、企画が先行していた0)で、必要1こ応

してテーマを設定し、事前の勉強会をするべきだったと思います。またせっか

くアドパイザー委員の先生を迎えているのに後につながるような（ポランティ

ア活動や勉強会など）ゼミになりませんでしたe これからは日々の活動とつな

がりの感じられるものにしたいです。また各回のゼミの内容を終了後1こ学生の

間たけでも考える機会を持つべきだと思いました。
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小さな紘産鉗ごついて

あまりたくさん開きませんでしたが、どの回も仲間内で楽しくかつ深く意見の交換

ができました。 「開かれたセンター」であるので， I村輪の企画はあま l)好ましくあり

ませんが，他団体のメンバーを呼んだり個人会員に声をかけてできるだけオープンな

ものにするようにつとめていますっ

今年からはポランティア活動をしていて思ったこと、知りたいと思ったことを活動

している人達がセンターに持って帰ってきて、小さな勉強会を開くごとで、多くのメ

ンバーと話し合う機会を持ってくれるよう働きかけていきます。
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